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校内持久走大会（11月２日・橘小学校）
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亀
田　
勇
夫
さ
ん
（
中
島
）

池
田　
惠
子
さ
ん
（
橘
）

＝
主
な
経
歴
＝

平
成
13
年
１
月
〜
現　
　
在	

川
北
町
国
民
健
康
保
険

	

運
営
協
議
会
委
員

平
成
23
年
１
月
〜
現　
　
在	

川
北
町
国
民
健
康
保
険

	

運
営
協
議
会
会
長

平
成
17
年
９
月
〜
平
成
22
年
３
月	

石
川
県
学
校
安
全
指
導
員

平
成
14
年
10
月
〜
平
成
20
年
９
月	

金
沢
家
庭
裁
判
所
家
事

	

調
停
委
員

＝
主
な
表
彰
な
ど
＝

平
成
20
年
９
月　
調
停
委
員
感
謝
状

平
成
25
年
２
月　
石
川
県
国
民
健
康
保
険
功
労
者
表
彰

＝
主
な
経
歴
＝

平
成
６
年
１
月
〜
現　
　
在	

川
北
町
民
生
児
童
委
員

	

協
議
会
委
員

平
成
22
年
12
月
〜
平
成
25
年
11
月	

川
北
町
民
生
児
童
委
員

	

協
議
会
会
長

平
成
８
年
３
月
〜
現　
　
在	

川
北
町
社
会
福
祉
協
議

	

会
役
員

平
成
13
年
３
月
〜
平
成
28
年
３
月	

更
正
保
護
女
性
会
員

＝
主
な
表
彰
な
ど
＝

平
成
24
年
10
月　
全
国
民
生
児
童
委
員
協
議
会
会
長
表
彰

平
成
24
年
11
月　
全
国
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

平
成
25
年
11
月　
石
川
県
社
会
福
祉
功
労
者
知
事
表
彰

平
成
26
年
11
月　
社
会
福
祉
功
労
者
厚
生
労
働
大
臣
表
彰

川
北
町
表
彰
式
社
会
福
祉
功
労
者
表
彰

社
会
福
祉
功
労
者
表
彰

　

11
月
３
日
、
多
く
の
来
賓
や
関
係

者
が
見
守
る
中
、
川
北
町
表
彰
式
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
前
町
長
が
式
辞
を
述
べ

た
後
、
各
分
野
に
お
い
て
、
顕
著
な

功
績
を
残
さ
れ
、
町
の
発
展
に
尽
力

さ
れ
た
方
々
や
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の

分
野
で
素
晴
ら
し
い
活
躍
を
さ
れ
た

方
々
に
、
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
状
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
者
の
皆
さ
ん
、
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
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大会長賞北國新聞社長賞実行委員長賞

森　　修矢さん
（けやきタウン）

武田　瑞生さん
（サンハイム橘）

舘　　恭佑さん
（サンハイム中島）

東　　亮太さん
（上田子島）

釜村　快斗さん
（なでしこタウン）

門田　吉平さん
（下田子島）

西田　奈央さん
（橘新）

手取亢龍若鮎組

写真の部

藤田　六朗さん
（中島）

写真の部

川北　　弘さん
（木呂場）

写真の部

堀　　正博さん
（下土室）

絵画の部

大山　拓海さん
（橘）

絵画の部

清水　天汰さん
（サンハイム川北）

絵画の部

寅松　奈月さん
（けやきタウン）

川北まつり写真 ならびに 絵画コンテスト表彰

ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

文
化
活
動
奨
励
賞

亀田　早彩さん
（中島）

北
　
光
　
賞

　

２
年
生
で
生
徒
会
副
会
長
を
務
め
、
文
化

活
動
で
は
、
加
賀
地
区
意
見
発
表
大
会
努
力

賞
を
受
賞
す
る
。
部
活
動
は
陸
上
部
に
所
属

し
、
キ
ャ
プ
テ
ン
と
し
て
チ
ー
ム
を
ま
と

め
、
他
の
部
員
の
模
範
と
し
て
各
種
大
会
で

優
秀
な
成
績
を
修
め
る
。

　
ま
た
、
学
習
面
や
生
徒
会
活
動
、
あ
ら
ゆ

る
学
校
行
事
に
意
欲
的
に
活
動
し
、
物
事
に

誠
実
に
取
り
組
み
、
他
の
生
徒
か
ら
の
厚
い

信
頼
を
得
て
い
る
。

陸
上

陸
上

陸
上

陸
上

陸
上

卓
球

ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
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川
北
町
文
化
祭
が
11
月
３
日
に
開
催
さ
れ
、
多
く
の
町
民
の
方
が
会
場
に
訪
れ
ま

し
た
。

　
作
品
展
示
会
場
に
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
、
こ
の
日
の
た
め
に
作
成
し
た
努
力
の

結
晶
と
も
い
え
る
作
品
が
ず
ら
り
と
展
示
さ

れ
、
訪
れ
た
人
た
ち
は
目
を
見
張
る
出
来
映

え
に
感
心
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
や
農
産
物

販
売
、
お
茶
会
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
コ
ー
ナ
ー

が
設
け
ら
れ
、
多
く
の
人
で
賑
わ
っ
て
い
ま

し
た
。

　

今
年
の
「
文
化
の
日
」
記
念
講
演
の
講
師

は
テ
レ
ビ
キ
ャ
ス
タ
ー
の
草
野
仁
さ
ん
。
Ｎ

Ｈ
Ｋ
に
入
社
し

た
頃
の
こ
と
や
、

テ
レ
ビ
共
演
者

の
エ
ピ
ソ
ー
ド

な
ど
ユ
ー
モ
ア

を
交
え
て
話
さ

れ
、
会
場
は
笑

い
に
包
ま
れ
た

和
や
か
な
講
演

と
な
り
ま
し
た
。

 
文
化
に
親
し
み
触
れ
あ
っ
た
（
11
月
３
日
）

川
北
町
文
化
祭

草野　仁さん
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芸能発表会
（11 月 13 日）

川北中文化祭
（11 月６日）

演劇「此処じゃない　何処かへ」

午前は合唱の部が行われました
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11
月
１
日
に
、
防
衛
省
近
畿
中
部
防
衛

局
の
補
助
を
受
け
て
防
災
行
政
無
線
シ
ス

テ
ム
が
開
局
し
ま
し
た
。

　
開
局
に
あ
た
り
、
前
町
長
は
、「
老
朽
化

し
た
有
線
放
送
電
話
に
代
わ
る
通
信
・
伝

達
手
段
と
し
て
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
整
備
し

ま
し
た
。
屋
外
拡
声
子
局
や
各
家
庭
な
ど

に
戸
別
受
信
機
を
備
え
、
災
害
時
に
お
け

る
町
民
の
生
命
、
財
産
を
守
る
た
め
に
活

用
し
て
ま
い
り
ま
す
。」と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
緊
急
放
送
だ
け
で
な
く

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
チ
ャ
イ
ム
や
町
の
行
事
な

ど
、
新
た
な
情
報
発
信
源
と
し
て
期
待
さ

れ
ま
す
。

　
秋
の
叙
勲
の
知
事
伝
達
式
が
11
月
７
日

県
庁
で
行
わ
れ
、
西
野
昇
吾
さ
ん（
下
先

出
）が
旭
日
双
光
章
を
受
章
し
、
前
町
長

に
受
章
の
喜
び
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
西
野
さ
ん
は
、
平
成
３
年
４
月
よ
り
６

期（
24
年
間
）川
北
町
議
会
議
員
を
務
め
、

そ
の
間
に
石
川
県
町
村
議
会
議
長
会
会

長
、
北
信
越
町
村
議
会
議
長
会
会
長
を
歴

任
す
る
な
ど
、

多
年
に
わ
た
り

地
方
自
治
の
発

展
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。

　

受
章
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

草
深
甚
四
郎
慰
霊
剣
道
大
会
が
10
月

23
日
に
町
総
合
体
育
館
で
開
催
さ
れ
、

１
０
９
チ
ー
ム
、
７
０
０
名
の
剣
士
が

日
々
の
練
習
で
磨
い
た
剣
の
腕
を
競
い
ま

し
た
。

　
こ
の
剣
道
大
会
は
、
昭
和
11
年
に
甚
四

郎
の
墓
前
で
開
催
さ
れ
た
の
が
始
ま
り
で
、

一
時
の
中
断
を
は
さ
み
ま
し
た
が
、
今
年

は
70
回
と
い
う
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　
開
会
式
の
後
、
打
太
刀
吉
田
光
勲
さ
ん

（
壱
ツ
屋
）、
仕
太
刀
上
登
正
人
さ
ん（
下

先
出
）に
よ
る
「
深
甚
流
の
型
」
と
、
日

本
剣
道
形
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
後
、

個
人
戦
、
団
体
戦
の
順
に
試
合
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
11
月
４
日
に
、
川
北
町
出
身
の
ア
イ
ド

ル
角
ゆ
り
あ
さ
ん
が
、
前
町
長
を
訪
れ
ま

し
た
。

　

角
さ
ん
は
、
Ｎ
Ｇ
Ｔ
48
の
研
究
生
と
し

て
、
新
潟
を
拠
点
に
イ
ベ
ン
ト
や
ラ
ジ
オ
放

送
な
ど
数
多
く
出
演
し
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
前
町
長
は
、「
厳
し
い
世
界
で
す
が
応
援

し
て
い
ま
す
の
で
、
身
体
に
気
を
つ
け
て

頑
張
っ
て
下
さ
い
。」
と
激
励
し
ま
し
た
。

防
災
行
政
無
線
が

�

開
局
し
ま
し
た

西
野
昇
吾
氏

�
旭
日
双
光
章
受
章

草
深
甚
四
郎
慰
霊

�

剣
道
大
会

町
出
身
ア
イ
ド
ル
が
来
庁
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11
月
12
日
に
、
朝
日
地
内
の
手
取
川
河

川
敷
に
お
い
て
、
加
賀
海
浜
産
業
道
路
手

取
川
架
橋
区
間
起
工
式
が
執
り
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

式
典
で
は
、
谷
本
知
事
の
式
辞
の
後
、

前
町
長
が
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
で
は
手
取
亢
龍
若
鮎
組
に
よ

る
太
鼓
演
奏

が
披
露
さ
れ
、

最
後
に
関
係

者
全
員
で
記

念
撮
影
を
し

ま
し
た
。

加
賀
海
浜
産
業
道
路

�

起
工
式

た
いへん

よ
く
で
き
ま
し
た

田
た な か

中　悠
は る と

翔くん
（朝日）

水
み ず や ち

谷内　蒼
そ う き

希くん
（ひばりタウン）

田
た う ち

内　辰
た つ き

規くん
（草深）

金
か ね だ

田　愁
しゅうま

真くん
（ひばりタウン）

山
やまもと

本　晟
じょうたろう

太郎くん
（木呂場）

髙
たかしま

島　孝
こうすけ

輔くん
（ひばりタウン）

大
おおすぎ

杉　実
み い な

衣那ちゃん
（草深）

津
つ だ

田　暉
て る

心くん
（与九郎島）

西
に し た

田　優
ゆ づ き

月ちゃん
（ひばりタウン）

村
むらかみ

上　和
わ か な

奏ちゃん
（サンハイム三反田）

小
お の

野　栞
か ん た

汰くん
（下土室）

辰
た つ の

野　祐
ゆ う り

莉くん
（舟場島）

土
つ ち だ

田　竜
りゅうへい

平くん
（下土室）

３
歳
児
検
診
で
虫
歯
の
な
か
っ
た

よ
い
子
の
み
ん
な



●
特
集
　
平
成
27
年
度
決
算
状
況
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平
成
27
年
度
の
一
般
会
計
、
特
別
会
計
の

決
算
状
況
が
ま
と
ま
り
、
11
月
に
議
会
に
提

出
さ
れ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
頂
い

た
大
切
な
税
金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
か
、

そ
の
決
算
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
一
般
会
計
で
は
、
歳
入
で
前
年
度
比
11.2
％
増
、
歳
出
で
12.2
％
増

と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、前
年
度
に
比
べ
国
庫
支
出
金
の
増
加
、

普
通
建
設
事
業
費
の
増
加
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
歳
入
で
は
、
町
税
が
全
体
の
31.4
％
と
最
も
大
き
い
割
合
を
占
め

る
も
、
前
年
度
比
１
，７
６
６
万
円
、
1.3
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
固
定
資
産
税
の
評
価
替
え
（
家
屋
）
や
、
依
然
と
し
て

企
業
の
設
備
投
資
が
鈍
く
、
減
少
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

一
方
で
、
普
通
建
設
事
業
費
の
増
加
に
よ
り
、
国
庫
支
出
金
が
前

年
度
比
１
億
３
，６
１
０
万
円
、
35
％
の
増
加
、
ま
た
、
地
下
水

が
低
下
し
た
こ
と
へ
の
対
策
な
ど
に
よ
り
、
繰
入
金
が
前
年
度
比

１
億
６
，０
０
０
万
円
と
大
幅
に
増
加
し
た
こ
と
が
主
な
要
因
で

す
。
ま
た
、自
主
財
源
比
率
は
歳
入
全
体
の
45.1
％
を
占
め
て
お
り
、

前
年
度
比
1.3
％
減
少
し
た
も
の
の
、
高
い
数
値
を
維
持
し
て
お
り

ま
す
。

　
歳
出
で
は
、
子
育
て
世
帯
や
高
齢
者
に
対
す
る
臨
時
給
付
金
を

は
じ
め
、
福
祉
の
た
め
の
民
生
費
が
最
も
大
き
な
割
合
を
占
め
て

お
り
、
続
い
て
、
教
育
費
、
衛
生
費
、
公
債
費
、
総
務
費
の
順
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
性
質
別
で
は
、
普
通
建
設
事
業
費
が
増

加
、
前
年
度
比
３
億
６
，１
３
７
万
円
、
51.4
％
増
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
中
島
小
学
校
、
川
北
小
学
校
の
空
調
工
事
や
小
中
学
校

非
構
造
部
材
耐
震
化
事
業
、
公
共
施
設
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等

導
入
事
業
な
ど
、
補
助
事
業
が
大
幅
に
増
加
し
た
こ
と
に
よ
る
も

の
で
す
。
な
お
、
町
民
一
人
あ
た
り
に
使
わ
れ
た
金
額
は
約
66
万

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
総
じ
て
、
平
成
27
年
度
決
算
で
は
、
依
然
と
し
て
企
業
の
設
備

投
資
な
ど
に
対
す
る
慎
重
な
動
き
が
続
い
て
お
り
、
日
本
経
済
の

先
行
き
に
不
透
明
感
が
残
る
厳
し
い
状
況
の
中
、
町
税
の
確
保
、

経
常
経
費
の
節
減
に
加
え
、
後
年
の
財
政
負
担
の
軽
減
の
た
め
町

債
の
繰
上
償
還
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
地
下
水
の
低
下
対
策

な
ど
に
よ
り
財
政
調
整
基
金
の
取
り
崩
し
は
し
ま
し
た
が
、
実
質

収
支
は
黒
字
と
な
り
安
定
し
た
財
政
運
営
を
保
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
、
少
子
高
齢
化
問
題
に
加
え
、
防
災
へ
の
対
応
が
重
要
課

題
と
な
る
中
、
こ
れ
ま
で
通
り
手
厚
く
き
め
細
や
か
な
福
祉
施
策

の
継
続
は
も
と
よ
り
、
町
の
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
に
示
し
た
将
来
人
口

の
達
成
や
地
域
防
災
、
教
育
環
境
の
整
備
に
取
り
組
み
、
町
民
の

皆
さ
ん
が
安
全
・
安
心
か
つ
、
豊
か
な
生
活
が
実
感
で
き
る
よ
う

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

使用料及び
手数料
（3.3％）

繰越金、
財産収入など
（7.8％）

諸収入
（0.9％）

歳入総額
43億1,608万円

依存財源
54.9％

自主財源
45.1％

町税
（31.4％）

地方交付税
（19.3％）

地方譲与税
（0.5％）

その他交付金
（3.4％）

国・県支出金
（17.6％）

町債
（14.1％）

分担金及び
負担金
（1.7％）

平
成
27
年
度
決
算
状
況

町税
� 13 億 5,570 万円 (31.4%)
分担金及び負担金
� 7,479 万円 (� 1.7%)
使用料及び手数料
� 1 億 4,003 万円 (� 3.3%)
諸収入
� 3,845 万円 (� 0.9%)
繰越金、財産収入など
� ３億 3,801 万円 (� 7.8%)
地方交付税
� ８億 3,306 万円 (19.3%)
地方譲与税
� 2,023 万円 (� 0.5%)
その他交付金
� １億 4,809 万円 (� 3.4%)
国・県支出金
� ７億 5,842 万円 (17.6%)
町債
� ６億� � 930万円 (14.1%)

歳入総額� 43 億 1,608 万円

●一般会計●
歳入総額
 43 億 1,608 万円 ( 前年度比 11.2% 増 )
歳出総額
 41 億 6,788 万円 ( 前年度比 12.2% 増 )
歳入歳出差引額
 １億 4,820 万円 ( 前年度比 11.6% 減 )
翌年度へ繰越すべき財源
 580 万円 ( 前年度比 20.4% 減 )
実質収支
 １億 4,240 万円 ( 前年度比 11.2% 減 )



●
特
集
　
平
成
27
年
度
決
算
状
況

広報かわきた ● 平成28年12月9

●ハード事業
町内小中学校非構造部材耐震化工事 …３億 869 万円
　町内全ての小中学校の講堂の非構造部材の耐震化をす
ることで、安心して非常時の避難所として活用すること
ができます。

中島小学校、川北小学校空調設備改修事業 …1 億 3,984 万円
　2ヶ年のうち残りの２校の冷暖房を整備し、子ども達
がよりよい環境で学習に取り組むことができます。

町営住宅外壁等改修事業 …………１億 1,945 万円
　経年により傷んだ町営住宅の外壁を改修し、入居者が
よりよい住生活を送ることができます。

公共施設再生可能エネルギー等導入事業 ………3,413 万円
　百寿会館南側に太陽光発電システムを整備することに
より、低炭素な環境社会づくりに貢献します。

防災行政無線整備工事（１年目） ………9,273 万円
　２ヶ年計画で防災行政無線の整備を行い、迅速に非常
時の情報伝達、平時の行政情報などをお伝えします。

サンアリーナ川北改修工事 ………………4,059 万円
　経年により傷んだ人工芝の全面改修を行い、より快適
に利用できるようになりました。

●ソフト事業
乳幼児・児童・生徒医療費助成事業 ………3,101 万円
　18歳までの医療費の自己負担分を全額助成しました。

住宅用太陽光発電システム設置費補助 ………451 万円
　１回に限り１ｋＷあたり５万円で 20 万円を上限に、
住宅用太陽光発電システムの設置費用を助成しました。

住宅リフォーム助成事業 …………………386 万円
　１戸あたり 20万円を上限に、リフォームに関する費
用の 10％を助成しました。

不妊症及び不育症治療費助成事業 ………299 万円
　不妊症治療に加え不育症治療を受けている夫婦に対し
て 70万円を上限にその７割を助成しました。

◆主な事業

会　計　名 歳入総額 歳出総額 歳入歳出差引額
国民健康保険特別会計 5億 7,885 万円 5億 6,571 万円 1,314 万円
簡易水道事業特別会計 1億� � 399 万円 1億� � 315 万円 84万円
農業集落排水事業特別会計 1億 3,916 万円 1億 3,364 万円 552万円
介護保険事業特別会計 4億 6,257 万円 4億 5,404 万円 853万円
介護保険サービス事業特別会計 5,641 万円 5,442 万円 �199 万円
後期高齢者医療特別会計 5,173 万円 5,108 万円 �65 万円

●特別会計

総務費
（11.8％）

民生費
（22.2％）

衛生費
（12.8％）

農林水産業費
（5.7％）

商工費
（1.6％）

土木費
（8.3％）

消防費
（4.8％）

教育費
（18.9％）

公債費
（12.1％）

議会費
（1.8％）

議会費
� 7,381 万円 (� 1.8%)
総務費
� ４億 9,153 万円 (11.8%)
民生費
� ９億 2,615 万円 (22.2%)
衛生費
� 5 億 3,501 万円 (12.8%)
農林水産業費
� ２億 3,797 万円 (� 5.7%)
商工費
� 6,610 万円 (� 1.6%)
土木費
� ３億 4,462 万円 (� 8.3%)
消防費
� 2 億� � 190万円 (� 4.8%)
教育費
� 7 億 8,743 万円 (18.9%)
公債費
� 5 億� � 336万円 (12.1%)

歳出総額� 41 億 6,788 万円

町営住宅外壁等
改修工事

太陽光パネル
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■
Ｎ
Ｈ
Ｋ
金
沢
放
送
局
長
杯
石
川
県
少
年
サ
ッ
カ
ー
新
人
大
会

　
（
10
／
２　
金
沢
市
）

☆
Ｕ
ー
11（
小
学
５
年
生
）

川
北
Ｆ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア　
１
ー
０　
輪
島

　
　
　
　
〃　
　
　
　
１
ー
３　
テ
イ
ヘ
ン
ズ

■
富
山
シ
テ
ィ
オ
ー
プ
ン
卓
球
大
会（
富
山
県　
10
／
８
）

☆
中
学
生
の
部　
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

１
回
戦　
川
北
中
男
子
Ａ　
１
ー
２　
奥
田
中（
富
山
県
）

　
　
　
　
　
（
弘
灰
慶
樹
、福
島
柊
、大
寺
恒
史
郎
）

　
〃　
　
川
北
中
女
子
Ｂ　
１
ー
２　
野
々
市
中
Ａ

　
　
　
　
　
（
苗
代
彩
、櫻
田
理
沙
、西
田
星
奈
）

２
回
戦　
川
北
中
女
子
Ａ　
３
ー
０　
藤
の
木
中（
富
山
県
）

　
　
　
　
　
（
吉
田
詩
衣
菜
、岩
本
美
依
奈
、内
記
雪
乃
）

３
回
戦　
川
北
中
女
子
Ａ　
０
ー
２　
砺
波
ク
ラ
ブ

☆
小
学
生
の
部　
３
位
決
定
戦

　
　
　
　
川
北
ジ
ュ
ニ
ア
A　
１
ー
２　
丸
善
ク
ラ
ブ（
東
京
）

　
　
　
　
　
（
西
田
有
翔
、小
川
聖
矢
、吉
田
太
一
）

■
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
議
長
杯
大
会

　
（
10
／
８　
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
）

☆
総
合
の
部

優　
勝　
松
下　
敬
一（
下
先
出
）

☆
男
子
の
部

第
１
位　
吉
田　
政
敏（
橘
新
）

第
２
位　
村
田　
正
邦（
三
反
田
）

第
３
位　
澤
田　
一
次（
橘
新
）

第
４
位　
森
田　
秋
好（
壱
ツ
屋
）

第
５
位　
南　
　
　
滋（
中
島
）

第
６
位　
武
田　
信
行（
下
先
出
）

☆
女
子
の
部

第
１
位　
本
田　
洋
子（
朝
日
）

第
２
位　
松
下
タ
ズ
子（
下
先
出
）

第
３
位　
茂
藤　
洋
子（
下
先
出
）

第
４
位　
南　
　
武
子（
上
田
子
島
）

第
５
位　
東
田
美
栄
子（
下
先
出
）

第
６
位　
田
中
百
合
子（
朝
日
）

■
つ
ば
た
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
プ
ン
テ
ニ
ス
大
会

　
（
10
／
８・９　
津
幡
町
）

☆
４
年
生
以
下
女
子
の
部

１
回
戦　
長
谷
田
吏
泉（
け
や
き
タ
ウ
ン
）　
８
ー
０　
村
上

２
回
戦　
　
　
〃　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８
ー
４　
小
寺

３
回
戦　
　
　
〃　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
ー
８　
保
志
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 （
ベ
ス
ト
８
）

１
回
戦　
斉
藤　
沙
桜（
サ
ン
ハ
イ
ム
三
反
田
）　
８
ー
０　
櫻
井

２
回
戦　
　
　
〃　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
７
ー
９　
中
野

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

	（
ベ
ス
ト
16
）

☆
５・６
年
女
子
の
部

１
回
戦　
鳥
井　
雪
乃（
け
や
き
タ
ウ
ン
）　
８
ー
１　
今
村

２
回
戦　
　
　
〃　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
０
ー
８　
井
関

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

	（
ベ
ス
ト
16
）

■
氷
見
オ
ー
プ
ン
卓
球
大
会（
10
／
10　
富
山
県
）

☆
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

カ
デ
ッ
ト
男
子

１
回
戦　
弘
灰　
慶
樹（
な
で
し
こ
タ
ウ
ン
）　
３
ー
２　
島
野

２
回
戦　
　
　
〃　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
０
ー
３　
越
岡

１
回
戦　
福
島　
　
柊（
サ
ン
ハ
イ
ム
橘
）　　
３
ー
１　
北
島

２
回
戦　
　
　
〃　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
０
ー
３　
瀬
戸

カ
デ
ッ
ト
女
子

１
回
戦　
吉
田
詩
衣
菜（
橘
新
）　　
　
　
　
１
ー
３　
古
屋

２
回
戦　
吉
田　
愛
香（
ひ
ば
り
タ
ウ
ン
）　
０
ー
３　
朝
倉

ホ
ー
プ
ス
男
子

１
回
戦　
吉
田　
太
一（
ひ
ば
り
タ
ウ
ン
）　
３
ー
１　
梅
基

２
回
戦　
　
　
〃　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
ー
０　
荒
島

準
々
決
勝　
　
　
〃　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
ー
３　
松
浦

ホ
ー
プ
ス
女
子

２
回
戦　
岩
本
明
優
奈（
け
や
き
タ
ウ
ン
）　
２
ー
３　
北
野

カ
ブ
男
子

１
回
戦　
寅
松　
志
希（
け
や
き
タ
ウ
ン
）　
１
ー
３　
中
島

バ
ン
ビ
男
子

準
々
決
勝　
舘　
　
恭
祐（
サ
ン
ハ
イ
ム
中
島
）　
３
ー
０　
上
野

準
決
勝　
　
　
〃　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
ー
３　
堀
本

■
小
学
生
ク
ラ
ブ
対
抗
ジ
ュ
ニ
ア
陸
上
競
技
大
会

　
（
10
／
10　
能
美
市
）

☆
２
年
男
子
１
０
０
ｍ

第
５
位　
東　
　
大
輔（
上
田
子
島
）　
17
秒
26

☆
５
年
男
子
１
０
０
０
ｍ

第
７
位　
野
口　
歩
夢（
下
田
子
島
）　
３
分
35
秒
32

☆
６
年
男
子
走
幅
跳

第
２
位　
門
田　
吉
平（
下
田
子
島
）　
４
ｍ
53

■
全
日
本
少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会・石
川
県
大
会

　
（
10
／
16・30　
七
尾
市
）

☆
Ｕ
ー
12（
小
学
６
年
生
）

川
北
Ｆ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア　
２
ー
０　
押
水

　
　
　
　
〃　
　
　
　
１
ー
１　
笠
間

　
　
　
　
　
　
　

	（
Ｐ
Ｋ
３
ー
２
）

　
　
　
　
〃　
　
　
　
１
ー
４　
菊
川

■
高
円
宮
杯
石
川
県
ユ
ー
ス（
Ｕ
ー
15
）サ
ッ
カ
ー
チ
ャ
レ
ン
ジ
リ
ー
グ
２
０
１
６

　
（
10
／
16　
小
松
市
）

川
北
Ｆ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
ユ
ー
ス　
４
ー
１　
野
々
市
中
学
校

競
技C

O
M
PETITIO

N
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■
能
登
町
ジ
ュ
ニ
ア
カ
ッ
プ
テ
ニ
ス
大
会

　
（
10
／
16　
能
登
町
）

☆
Ｕ
ー
12
男
子
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

染
谷　
柊
真（
け
や
き
タ
ウ
ン
）　　
６
ー
２　
清
水
端

　
　
〃　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
６
ー
４　
酢
野

　
　
〃　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
ー
６　
小
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ベ
ス
ト
16
）

野
口　
歩
夢（
下
田
子
島
）　　
　
　
６
ー
２　
松
本

　
　
〃　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
６
ー
０　
久
保

　
　
〃　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
６
ー
１　
小
寺

　
　
〃　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
ー
６　
渡
辺

３
位
決
定
戦　
　
　
　
　
　
　
　
　
６
ー
２　
源

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

	（
第
３
位
）

☆
Ｕ
ー
14
男
子
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

永
井　
蒼
士（
グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
）　
６
ー
０　
西
村

　
　
〃　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
０
ー
６　
久
保
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ベ
ス
ト
16
）

☆
Ｕ
ー
12
女
子
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

長
谷
田
吏
泉（
け
や
き
タ
ウ
ン
）　　
６
ー
２　
矢
田

　
　
〃　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
ー
６　
佐
藤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ベ
ス
ト
16
）

☆
Ｕ
ー
14
女
子
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

屋
宜　
優
伽（
サ
ン
ハ
イ
ム
川
北
）　　
７
ー
６　
室
谷

　
　
〃　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
６
ー
３　
三
野

　
　
〃　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
ー
６　
清
水

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ベ
ス
ト
８
）

■
野
々
市
市・川
北
町
交
流
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　
（
10
／
19　
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
）

☆
男
子
の
部

第
１
位　
中
川　
安
仁（
橘
）

第
５
位　
村
田　
信
次（
三
反
田
）

第
８
位　
室
谷
久
美
夫（
与
九
郎
島
）

第
10
位　
土
田　
外
幸（
草
深
）

☆
女
子
の
部

第
２
位　
梅
田　
春
枝（
橘
）

第
５
位　
東
田
美
栄
子（
下
先
出
）

第
６
位　
舟
田　
君
栄（
上
田
子
島
）

第
７
位　
澤
田　
満
子（
橘
新
）

第
８
位　
山
田　
範
子（
与
九
郎
島
）

第
９
位　
真
砂　
正
子（
グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
）

第
10
位　
山
本
ち
よ
子（
木
呂
場
）

■
町
囲
碁
大
会

　
（
10
／
22　
西
部
地
区
学
習
等
共
用
施
設
）

優　
勝　
小
田　
佳
則（
能
美
市
）

第
２
位　
西
田　
義
雄（
三
反
田
）

第
３
位　
西
田　
一
郎（
橘
）

■
全
国
選
抜
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
石
川
県
予
選
大
会

　
（
10
／
22　
能
美
市
）

☆
Ｕ
ー
12
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

野
口　
歩
夢（
下
田
子
島
）　　
　
６
ー
１　
杉
田

　
　
　
〃　
　
　
　
　
　
　
　
　
６
ー
３　
成
瀬

　
　
　
〃　
　
　
　
　
　
　
　
　
６
ー
３　
矢
原

　
　
　
〃　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
ー
６　
村
上

　
５
位
決
定
戦　
　
　
　
　
　
　
６
ー
２　
源

　
　
　
　
　
　
　
　

	（
第
５
位　
北
信
越
大
会
出
場
）

☆
Ｕ
ー
14
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

鳥
井　
雪
乃（
け
や
き
タ
ウ
ン
）　
６
ー
０　
三
谷

　
　
〃　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
ー
６　
清
水

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ベ
ス
ト
16
）

■
草
深
甚
四
郎
慰
霊
剣
道
大
会（
10
／
23　
町
総
合
体
育
館
）

☆
団
体
戦
小
学
生
の
部

ベ
ス
ト
８　
川
北
町
少
年
深
武
館

　
　
　
　
（
末
政
智
志
、川
上
あ
い
り
、門
田
吉
平
、

　
　
　
　

	

福
原
一
生
、佐
野
太
一
）

☆
団
体
戦
中
学
生
の
部

ベ
ス
ト
８　
川
北
中
学
Ａ

　
　
　
　
（
高
本
智
朗
、寺
岡
央
喜
、末
政
尚
志
、

　
　
　
　

	

脇
田
叶
登
、角
惇
生
）

■
山
中
温
泉
ジ
ュ
ニ
ア
ビ
ギ
ナ
ー
テ
ニ
ス
大
会

　
（
10
／
23　
加
賀
市
）

☆
ビ
ギ
ナ
ー
ク
ラ
ス
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

準
優
勝　
山
田　
暁
士（
下
田
子
島
）

第
３
位　
出
蔵　
慧
徒（
朝
日
）

☆
ビ
ギ
ナ
ー
ク
ラ
ス
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

準
優
勝　
正
村　
逢
愛（
け
や
き
タ
ウ
ン
）

■
会
員
親
睦
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
（
10
／
26　
サ
ン
ア
リ
ー
ナ
川
北
）

総
合
優
勝　
富
士
山
チ
ー
ム

　
　
　
　
　
（
大
寺
恒
雄
、南　
武
子
、村
田
光
枝
、橋
場
永
朔
）

準
優
勝　
　
松
の
木
チ
ー
ム

　
　
　
　
　
（
野
口
公
代
、三
島
三
朗
、橋
場
市
朗
、日
向
久
尚
）

第
３
位　
　
浅
野
川
チ
ー
ム

　
　
　
　
　
（
日
向
邦
夫
、宮
田
宰
司
、作
田
梅
子
、寅
若
市
雄
）

　
〃　
　
　
立
山
チ
ー
ム

　
　
　
　
　
（
吉
野
健
一
、中
田　
宏
、西
田
義
雄
、南　
鉄
雄
）

■
森
本
カ
ッ
プ（
Ｕ
ー
11
）サ
ッ
カ
ー
大
会

　
（
10
／
29・30　
金
沢
市
）

☆
予
選
Ｃ
グ
ル
ー
プ

川
北
Ｆ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア　
０
ー
０　
金
沢
南
Ｊ
Ｓ
Ｃ

　
　
　
　
〃　
　
　
　
３
ー
３　
津
沢
Ｓ
Ｓ
Ｓ

　
　
　
　
〃　
　
　
　
０
ー
３　
ア
カ
シ
ア
Ｓ
Ｓ
Ｓ

　
　
　
　

	（
予
選
Ｃ
グ
ル
ー
プ
３
位
通
過
）

☆
湖
南
カ
ッ
プ

川
北
Ｆ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア　
０
ー
２　
Ｆ
Ｃ
フ
ェ
リ
ー
ス

　
　
　
　
〃　
　
　
　
２
ー
０　
蕪
城
Ｓ
Ｓ
Ｓ
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「
が
ん
ば
る
み
ん
な
を
応
援
し
ま
す
」の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、ス
ポ
ー
ツ・

文
化
活
動
で
が
ん
ば
っ
て
い
る
み
な
さ
ん
の
成
績
を
掲
載
し
、今
後

の
活
動
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

▼
問
合
せ・連
絡
先
は
…
　
　
　
総
務
課		

℡
２
７
７・１
１
１
１

■
町
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
会
員
月
例
会（
10
／
28　
白
山
市
）

優　
勝　
東　
　
茂
樹（
橘
新
）

準
優
勝　
澤
田　
寿
子（
上
田
子
島
）

第
３
位　
紺
谷　
　
進（
草
深
）

第
４
位　
舟
田　
　
宏（
上
田
子
島
）

■
町
ジ
ュ
ニ
ア
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
大
会

　
（
10
／
30　
町
総
合
体
育
館
）

☆
２
年
生

第
１
位　
奥
山　
心
捺（
グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
）

第
２
位　
常
山　
心
暖（
ひ
ば
り
タ
ウ
ン
）

第
３
位　
西
田　
陽
希（
三
反
田
）

　
〃　
　
小
林
り
お
ん（
橘
新
）

☆
３
年
生

第
１
位　
小
川　
叶
音（
与
九
郎
島
）

第
２
位　
吉
野　
瑛
愛（
ひ
ば
り
タ
ウ
ン
）

第
３
位　
野
村
穂
乃
香（
ひ
ば
り
タ
ウ
ン
）

　
〃　
　
中
西　
春
愛（
ひ
ば
り
タ
ウ
ン
）

☆
４
年
生
Ａ

第
１
位　
佐
々
木
優
杏（
草
深
）

第
２
位　
谷
佐　
瑠
渚（
三
反
田
）

第
３
位　
水
上　
龍
仁（
ひ
ば
り
タ
ウ
ン
）

　
〃　
　
原　
　
來
美（
け
や
き
タ
ウ
ン
）

☆
４
年
生
Ｂ

第
１
位　
奥
村　
美
羽（
橘
）

第
２
位　
常
山　
幸
来（
ひ
ば
り
タ
ウ
ン
）

第
３
位　
小
林　
　
舞（
け
や
き
タ
ウ
ン
）

　
〃　
　
北
出　
七
聖（
ひ
ば
り
タ
ウ
ン
）

☆
５
年
生

第
１
位　
今
村　
美
月（
サ
ン
ハ
イ
ム
中
島
）

第
２
位　
堀
田　
　
凜（
三
反
田
）

第
３
位　
竹
田　
愛
夏（
サ
ン
ハ
イ
ム
中
島
）

　
〃　
　
奥
村　
　
恵（
橘
）

文
化C

U
LTU

RE
☆
６
年
生

第
１
位　
西
田　
悠
真（
三
反
田
）

第
２
位　
奥
山　
未
絃（
グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
）

第
３
位　
清
水　
昴
輔（
サ
ン
ハ
イ
ム
橘
）

　
〃　
　
斉
藤　
颯
大（
な
で
し
こ
タ
ウ
ン
）

■
石
川
県
児
童
硬
筆
書
写
作
品
コ
ン
ク
ー
ル

石
川
書
写
教
育
研
究
会
大
賞　
窪
田　
凜
生（
上
田
子
島
）

北
國
新
聞
社
賞　
　
　
　
　
　
坂
井　
皇
仁（
橘
）

学
校
賞　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
島
小
学
校

■
創
立
70
周
年
記
念
北
國
写
真
展

入　
選　
藤
田　
六
朗（
中
島
）

■
石
川
県
民
書
道
展
覧
会（
学
生
の
部
）

文
化
賞　
奥
村　
　
恵（
橘
）

奨
励
賞　
北
嶋　
千
尋（
草
深
）

　
〃　
　
濱
井　
萌
夏（
上
田
子
島
）

奨
励
賞　
富
岡　
由
衣（
ひ
ば
り
タ
ウ
ン
）

　
〃　
　
坂
井　
杏
吏（
橘
）

　
〃　
　
酒
尾　
滉
葵（
壱
ツ
屋
）

　
〃　
　
山
浦　
未
来（
ひ
ば
り
タ
ウ
ン
）

　
〃　
　
古
山　
未
雲（
上
田
子
島
）

　
〃　
　
佐
々
木
渚
月（
上
田
子
島
）

　
〃　
　
坂
井　
皇
仁（
橘
）

■
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
能
美
児
童
作
品
展

☆
絵
画
の
部

Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
奨
励
賞　
中
川　
彩
乃（
け
や
き
タ
ウ
ン
）

川
北
町
教
育
委
員
会
賞　
遠
塚
谷　
櫂（
木
呂
場
）

実
行
委
員
長
賞　
　
　
　
門
前　
朱
美（
ひ
ば
り
タ
ウ
ン
）

北
國
新
聞
社
賞　
　
　
　
土
田　
喜
一（
草
深
）

☆
書
写
の
部

川
北
町
教
育
委
員
会
賞　
北
嶋　
逸
希（
草
深
）

銀　
賞　
　
　
　
　
　
　
濱
井　
春
歩（
上
田
子
島
）

佳　
作　
　
　
　
　
　
　
濱
井　
萌
夏（
上
田
子
島
）

　
〃　
　
　
　
　
　
　
　
坂
井　
皇
仁（
橘
）

■
剣
道
少
年
団
体
験
発
表

☆
中
学
生
の
部

最
優
秀

川
北
町
少
年
深
武
館　
浅
田　
夏
菜（
け
や
き
タ
ウ
ン
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
人
間
形
成
の
道
で
あ
る
」

優　
秀

川
北
町
少
年
深
武
館　
湊　
　
架
乃（
け
や
き
タ
ウ
ン
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
剣
道
か
ら
学
ん
だ
こ
と
」
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今月の納税
水道使用料　　第３期
（９～11月分）
下水道使用料　第３期
（９～11月分）
介護保険料
（普通徴収）　第６期
後期高齢者医療保険料
（普通徴収）　第９期

寄附お礼
（敬称略）

町女性協議会
５万円　福祉事業へ

国
の
教
育
ロ
ー
ン
の
ご
案
内

お
知
ら
せ

　

石
川
県
で
は
、県
が
行
っ
て
い
る
事
業

や
取
り
組
み
に
つ
い
て
、県
民
の
皆
さ
ま

の
と
こ
ろ
へ
職
員
が
出
向
い
て
説
明
を
行

い
ま
す
。

　

福
祉
や
環
境
、産
業
、教
育
な
ど
合
計

１
４
１
の
テ
ー
マ
を
取
り
そ
ろ
え
て
お
り

ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
申
込
書
は
川
北
町
役
場
総
務
課
１
階
に

置
い
て
あ
り
ま
す
。

▽
問
合
せ
先　
石
川
県
広
報
広
聴
室

　
☎
０
７
６（
２
２
５
）１
３
６
２

　
１
月
18
日
は「
１
１
８
番
の
日
」で
す
。

　

１
１
８
番
は
、海
上
保
安
庁
の
緊
急
通

　
県
内
一
斉
に
、司
法
書
士・税
理
士
に
よ
る

相
続
遺
言
無
料
相
談
会
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

県
政
出
前
講
座
を

活
用
し
ま
し
ょ
う

海
の“
も
し
も
”は

１
１
８
番

県
内一斉
司
法
書
士

無
料
法
律
相
談
会

ご
案
内

川
北
町
文
化
関
係
展
示
協
力
会

左
記
の
と
お
り
川
北
町
文
化
セ
ン
タ
ー

１
階
で
作
品
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

12
月
１
日
〜
12
月
４
日
　
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

12
月
１
日
〜
12
月
25
日
　
俳
　
句

報
用
電
話
番
号
で
す
。
海
上
に
お
け
る
事

件・
事
故
な
ど
、「
い
つ
」、「
ど
こ
で
」、「
な

に
が
あ
っ
た
」な
ど
簡
潔
に
落
ち
着
い
て

通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

　
・�溺
れ
て
い
る
人
や
人
身
事
故
に
遭
遇

し
た
、ま
た
は
目
撃
し
た

　
・�油
が
浮
い
て
い
る
、異
臭
が
す
る

　
・�見
慣
れ
な
い
船
、不
審
な
船
を
発
見
し

た

　
・�密
航・密
輸
事
犯
な
ど
の
情
報
を
得
た

▽
問
合
せ
先

　
第
九
管
区
海
上
保
安
本
部

　
総
務
課
広
報・地
域
連
携
室

　
☎
０
２
５（
２
８
５
）０
１
１
８

　

�h
ttp

://w
w
w
.ka
ih
o
.m
lit.

go.jp/09kanku/

▽
日
時

　
平
成
29
年
１
月
29
日（
日
）

　
面
談
相
談　
午
後
１
時
〜
４
時

　
（�

司
法
書
士
会
館
の
み
午
前
10
時
か
ら

午
後
４
時
ま
で
）

　
電
話
相
談　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

▽
最
寄
り
の
会
場

　
・�野
々
市
市
役
所
庁
舎
内
カ
メ
リ
ア

（
野
々
市
市
三
納
）

　
・イ
オ
ン
御
経
塚
店（
野
々
市
市
御
経
塚
）

　
・ア
ピ
タ
松
任
店（
白
山
市
幸
明
町
）

　
・�小
松
市
公
会
堂（
小
松
市
丸
の
内
公
園

町
）

　
・イ
オ
ン
小
松
店（
小
松
市
平
面
町
）

　
・�石
川
県
司
法
書
士
会
館（
金
沢
市
新
神

田
）

▽
相
談
内
容

　

�

遺
産
相
続
手
続
き
、相
続
税
の
申
告
、遺

言
作
成
な
ど

▽
臨
時・相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
０
７
６（
２
９
１
）０
０
９
９

▽
問
合
せ
先　
石
川
県
司
法
書
士
会

　
☎
０
７
６（
２
９
１
）７
０
７
０

　
高
校
、大
学
な
ど
へ
の
入
学
時・在
学
中

に
か
か
る
費
用
を
対
象
と
し
た
公
的
な
融

資
制
度
で
す
。

▽
融
資
額　

�

お
子
さ
ま
１
人
に
つ
き

３
５
０
万
円
以
内

▽
金
利　
年
１・81
％

　
　
　
　
※�

母
子
家
庭
の
方
な
ど
は
年

１・41
％

　
　
　
　
　
（
平
成
28
年
11
月
10
日
現
在
）

▽
返
済
期
間　
15
年
以
内

　
　
　
　
　
　
※�

母
子
家
庭
の
方
な
ど
は

18
年
以
内

▽
Ｈ
Ｐ　
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」で
検
索

▽
問
合
せ
先

　
教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
７
０
‒
０
０
８
６
５
６

　
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

　
ま
た
は
０
３（
５
３
２
１
）８
６
５
６
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川北町成人式
　日　時　平成29年１月７日（土）午前10時〜
　会　場　町文化センター２階ホール

　今年の対象者は平成８年４月２日〜平成９年４月１日に
生まれた64名（男子28名、女子36名）です。
　成人式は大きな節目となる式典です。対象の方には
12月中旬に案内状を送付しますので、ぜひご出席下さい。 平成28年の成人式の様子

【男　子】
池田慎一朗 伊藤　尚之 上原　　匠 魚尾　信吾 梅田　裕太 有涼　大輝
大口　正憲 上條　奨真 小島　光博 佐々木功己 佐田　凌健 新谷　昴亮
田中　涼介 中野　賢人 西川　俊輝 西田　耕平 西亭　翔平 野里　拓実
林　　恵佑 東川　竜也 平野　　峻 平山　卓巳 藤井　恵介 本多　　凌
南　　悠斗 村本　大樹 森田　久陽 吉田　勇太

【女　子】
穴田早野佳 荒井　琳夏 井村　まゆ 大橋　彩乃 亀田　麻友 北出　由衣
木下　美紗 小澤萌々子 小竹　　和 小谷和香奈 小西華穂里 竹内　亜美
中島恵莉華 中田　葉月 中田　春香 長辻あおい 野屋　成美 橋場　由依
番匠　海恋 東　のぞみ 東　祐里奈 東　　　瑶 広瀬　佳織 本田　萌乃
宮越　佑花 宮田　彩花 村田　　紬 茂藤みなみ 森　明日香 森田　新菜
山橋　愛梨 山橋　莉奈 山本　侑果 横道　茉歩 吉野枝利奈

成人おめでとうございます

ふれあい健康センターより
工事と年末年始の営業のお知らせ

　12月15日（木）より川北温泉ふれあいの湯の浴室改修工事により、施設のご利用に限り
がございます。
　ご利用の皆様にはご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をお願い致します。

※１月３日（火）は、定休日のため休館いたします。

工事期間　平成28年12月15日（木）～平成29年１月１日（日）
施設名 休業日 新年の営業日

川北温泉ふれあいの湯 12月15日（木）～１月１日（日） １月２日（月）
午前10時～午後10時

図書館 12月15日（木）～１月１日（日） １月２日（月）
午前10時～午後５時

休憩室、小・大部屋 12月26日（月）～１月１日（日） １月２日（月）
午前10時～午後10時

オアシス（食事処） 12月26日（月）～１月１日（日） １月２日（月）
午前10時～午後10時
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　町では今年も、冬期間の通勤、通学などに支障がないよう、生活道路の確保と安全な冬道対
策として、万全の除雪体制をとって計画的に除雪作業を進めております。冬の道路除雪は、みな
さんの日常生活と地域産業活動に欠くことのできない重要な事業です。
　効率的な除雪作業を行うためにも、みなさん一人ひとりのご理解とご協力をお願いします。

～石川の雪みちナビ～
　県民の方々への速やかな情報提供を充実させるため、冬期間、道路画像や積雪・気温の
情報を提供している県ホームページ「石川の雪
みちナビ」について、スマートフォン版を作成しま
した。
　地図と道路画像や積雪情報が同時に閲覧す
ることができます。
　　　雪みちナビのPC版：http://www.pref.ishikawa.jp/michi/yuki.htm
　 　　　　　　スマホ版：http://douro-k.pref.ishikawa.jp/sp/index.html

除雪作業にご協力を！

問合せ先　土木課　２７７−１１１１

　冬用タイヤの早期装着を
　　�雪道でのノーマルタイヤの走行は大変危険であり、また渋滞の原因にもなります。突然の降
雪に備えて、早めにタイヤ交換を行いましょう。

　路上駐車はやめましょう
　　�路上の駐停車は除雪作業の妨げになります。決められた場所以外での駐停車はやめま
しょう。

　作業中の除雪車に近寄らないで
　　�除雪車は重機械であり、前後10m位は死角となります。除雪作業中に道路上でバックした
り、旋回したりする場合がありますので、除雪車には絶対に近づかないでください。

　道路に雪を捨てないでください
　　�除雪車での除雪後、宅地の出入り口などに雪がたまることがあります。除雪作業は限られた
時間で行わなければならないため、このたまった雪を取り除くのは困難です。出入り口にた
まった雪は、各家庭で道路以外に排雪いただくようご協力をお願いします。

　道路に落ちた屋根雪は各家庭で処分願います
　　�車道や歩道に落ちた屋根雪は通行の妨げになりますので、そのまま放置せずに各家庭で道
路以外に排雪いただくようご協力願います。

石川の雪みちナビ
冬期道路情報
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　水道水を消雪のために使用すると、ポンプ施設に大きな負担がかかり、断水となるおそれがあります。
　一度断水となると、復旧までに時間がかかる場合もあり、生活に必要な水が使用できなくなるおそれ
があります。（みなさんへ供給できる水量は限られています。）
　絶対に使用しないよう、みなさんのご協力をお願いします。

【メーターボックスの維持管理について】

　メーターボックスの上に雪が積もっている場合は、メーターが確認できるよう、ボックスの周辺の除雪
にご協力ください。
　※�冬期間において、大雪などで検針ができなかった場合は、使用水量を平均水量にさせていただくこ
とがありますので、ご理解とご協力をお願いします。

　水道メーターは、水道使用量を把握するための大切なメーターです。正確、かつ効率的
に検針を行うために、次のことにご注意の上ご協力をお願いします。
　☆�メーターボックスの上には車や物を置かないでください。
　☆�メーターボックスの中はきれいにしてください。中に水や土が入ってしまうと、メー
ター指針（数字）が読みにくくなってしまいます。

　☆�犬などは、メーターボックスから離れた場所につないでおいてください。

冬期間における水道に関するおねがい

水道に関する問合せ先　土木課　２７７−１１１１

消雪目的として水道を使用しないでください

水道メーターボックスの除雪にご協力ください

「壁の男」貫井　徳郎

川北町立図書館（川北町ふれあい健康センター２階）
☎２７７ー８７００　　２７７ー８７０１
開館時間	 午前 10時〜午後６時
休	館	日	 毎週火曜日（火曜日が祝日の場合は翌水曜日）
	 年末年始

　ある北関東の小さな集落で、家々の壁に描かれた、

子供の落書きのような奇妙な絵。その、決して上手

ではないが、鮮やかで力強い絵を描き続けている寡

黙な男、伊苅（いかり）に、ノンフィクションライター

の「私」は取材を試みるが……。彼はなぜ、笑われ

ても笑われても、絵を描き続けるのか？　寂れかけ

た地方の集落を舞台に、孤独な男の半生と隠された

真実が、抑制された硬質な語り口で、伏せたカード

をめくるように明らかにされていく。　

図書館
だより 今月の新刊

※町ホームぺージにも新刊・新着案内が掲載されています。

潮騒のアニマ
　法医昆虫学捜査官� ／川瀬　七緒
恋のゴンドラ� ／東野　圭吾
闇の平蔵� ／逢坂　　剛
シャルロットの憂鬱� ／近藤　史恵
ツタよ、ツタ� ／大島真寿美

夜行� ／森見登美彦
ただ生きていく、
それだけで素晴らしい�／五木　寛之
おばさんの金棒� ／室井　　滋
視える女� ／ベリンダ・バウアー
� ほか多数

●法律相談
▽日　時　12月13日（火）午後１時30分〜
▽場　所　役場２階応接室
▽相談者　長谷川・東法律事務所
▽その他　ご希望の方は前日までに総務課に
　　　　　ご予約下さい。

●人権相談
▽日　時　12月19日（月）午後１時〜
▽場　所　サンアリーナ川北
▽相談者　人権擁護委員

●行政相談
▽日　時　12月21日（水）午前９時〜
▽場　所　サンアリーナ川北
▽相談者　行政相談委員

●健康相談
▽日　時　12月５日〜26日までの毎週月曜日
　　　　　午後１時30分〜
▽場　所　町保健センター
▽相談者　町保健師

●心配ごと相談
▽日　時　12月６日〜27日までの毎週火曜日
　　　　　午前９時30分〜
▽場　所　町保健センター
▽相談者　町民生児童委員

今月の相談日
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はがき、ＦＡＸまたは電子メールに、①クイズの答え　②住所、氏名、年齢、電話番号
をお書きの上、広報誌記事の感想もありましたら、下記までお送りください。
■あて先　〒923－1295　川北町字壱ツ屋174　川北町役場総務課
　　　    　e-mailアドレス　kouhou-kawakita@town.kawakita.lg.jp
　　　    　F A X　       　 076（277）1748

【応募方法】

■締切り 12月16日（金）
たくさんの方のご応募をお待ちしています。

●寺井警察署 ☎0761-57-0110　　●壱ツ屋駐在所 ☎277-1744　　●木呂場駐在所 ☎277-0061

　次の問題の答えを枠の中に入れて、Ａ～Ｅの文字を順番に並べてください。
正解者の中から抽選で図書カードをプレゼントします。

　　

※先月号の答えは「コンニャク」でした。

【ヨコのカギ】
①夕方の太陽をなんといいますか？
③チョウやガの幼虫を一般になんといいます
か？
⑤その時の商品の価格のことをなんといいま
すか？
⑥悲しいときやうれしいときに目から出るも
のはなんですか？
⑧「帆立」この漢字をなんと読みますか？
⑩前あしがカマ状になっている昆虫といえば
なんですか？
⑫耐えこらえることをなんといいますか？
⑭洋服の合わさるところに着いている止め具
はなんといいますか？
⑮失わないように確実に手にいれることをな
んといいますか？
⑰剣道のお腹に付ける防具はなんですか？
⑱外で落ち葉などを集めて燃やすことをなん
といいますか？
⑳予想もしないきばつな策略をなんといいま
すか？
㉒「利尻○○○」「ラウス○○○」「日高○○
○」

㉔川北町の特産品「無花果」なんと読みます
か？
㉕酒やしょうゆを貯蔵する木製の筒をなんと
いいますか？

【タテのカギ】
①「浴衣」この漢字をなんと読みますか？
②生まれたばかりの鳥のことをなんといいま
すか？
③毛糸の一部が小さく寄り固まったものをな
んといいますか？
④本にはさむ目印をなんといいますか？
⑤剣道などの団体戦で２番目に戦う人をなん
といいますか？
⑦「有田○○○」「愛媛○○○」「温州○○○」
⑨力士のサインにはなにがありますか？
⑪ものごとを忘れずに覚えていることをいい
ます。
⑬オニイトマキエイは一般になんと言われて
いますか？
⑭11月１日に開局しました「○○○○行政無
線」
⑮お花を生けるためのつつ型などの容器をな
んといいますか？
⑯恥ずかしい思いをしたときに赤くなるのは
かおのどの部分ですか？
⑰土をねって成形して焼いた器をなんといい
ますか？
⑲外国から母国に帰ることをなんといいます
か？
㉑歯や舌はなんの中にあるものですか？
㉓イノシシを家畜化した動物です「○○肉」
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年末年始特別警戒の実施
平成２８年１２月１５日（木）～平成２９年１月５日（木）

　タイヤ交換の時期、タイヤの盗難事件が発生します。
無防備に置いてあるタイヤは簡単に持ち去られてしまいます。被害に遭わ
ないように盗難対策をしましょう。

　年末年始における、犯罪や事故の未然防止を図るため、地域の方々と警察が連携して、
「安全で安心な街づくり」に取りくむ運動です。
　年末年始は慌ただしさも増し、各種犯罪や交通事故など発生する傾向になります。
皆さん一人ひとりの心がけで被害に遭わないよう注意しましょう。

タイヤの盗難に注意！

・外出の際は必ず戸締まりをしましょう
・「自分は（家は）大丈夫」と思わない
・留守番電話機能を活用し不審な電話に注意しましょう

・車庫などの屋内に保管し出入り口には鍵をかけましょう
・タイヤはひとまとめにしてチェーンをかけましょう
・センサーライトを設置しましょう

石川県警では「交通死亡事故抑止60日作戦」実施中です。（12月31日まで）
　《歩行者の夜光反射材の着用》《早めのライト点灯》
　《上向きライトでこまめな上下の切り替え》をお願いします。
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Erwinの国際交流コーナーErwinの国際交流コーナーErwinの国際交流コーナー
アーウィン

　皆さんこんにちは。How are you?　もう12月です、あと24日でいよいよクリスマ
スです。僕はとても楽しみにしています。皆さんはどのように過ごす予定ですか？随分
と寒くなりましたね。たっぷりビタミンCを取って、風邪を引かないように気を付けま
しょうね。
　今回はオーストラリアと日本のクリスマスの過ごし方の違いについて書きたいと思
います。
　日本では「クリスマス＝カップルのためのイベント」でロマンチックなイメージが強い
と思いますが、オーストラリアでは家族のためのイベントです。どちらかと言えば、日本のお正月に近いイメージ
です。家族や親戚などが一堂に会し、ホームパーティーの食事を楽しみつつ、クリスマスプレゼントを交換したり、
ゲームをしたりと１日中お祝いムードになります。ちなみにクリスマスランチ（昼食）がメインで、BBQや冷やした
ローストハム、七面鳥やローストポークなどをご馳走します。クリスマスケーキは存在しません。
　キリスト教の祝日なので、オーストラリアでは日曜日や平日に関係なくクリスマスの朝には教会に行きます。ほ
ぼ皆が無神論者ですが気にせずクリスマスを祝います。
　一番大きな違いはおそらく季節が逆であることです。オーストラリアのクリスマスは夏です。そのためクリスマ
スランチは冷やしたものを食べます。30～40℃の日になかなか熱々焼きたての肉を食べる気にはなりません。
外で子供達がプレゼントにもらったおもちゃで遊んだり、クリケットで遊んだり、海で砂だるまを作ったりして過ご
します。ホワイトクリスマスの囲炉裏で栗を焼くイメージと程遠いですね。よく冗談として言われますが、サンタが
オーストラリアに訪れる時、タンクトップと短パンにきがえ、カンガルーに引っ張られた軽トラに乗って来ます。雪
がないので・・・（笑）
　皆さん、いかがでしたか？オーストラリアの
クリスマスはどんな感じか想像できましたか？
　それではまた次回のErwin’s国際交流コー
ナーまでお元気で。
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「文芸の窓」へのお問合せは、俳句協会　　　東　孝洋さん（壱ツ屋）　川柳かわらなでしこ会　広瀬茂子さん（上田子島）
野の海短歌会　山先春枝さん（中島）まで　　　　　　　　　
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戸籍の窓
11月１日現在

人 口
（前月対比）

男
女

世 帯 数

6,292
　＋４人

3,098人
3,194人
1,901戸

（10月分）

12
月 まちのまちの

うごきうごき

ごみ集めの変更のお知らせ

日 曜日
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12

13

14
15
16
17
18
19

20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31

木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月

火

水
木
金
土
日
月

火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土

ま ち の 行 事 保 健 行 事

母子手帳交付・妊婦相談(PM1:30):保

母子手帳交付・妊婦相談(PM1:30):保

母子手帳交付・妊婦相談(PM1:30):保

母子手帳交付・妊婦相談(PM1:30):保

法律相談(PM1:30):役

農業委員会(PM1:30):役

７か月児相談(AM10:00):保

４・12か月児健診(PM1:00):保

親子ふれあいサロン（AM10:30）:保

２か月児相談(PM1:30):保

１歳６か月児健診(PM1:00):保

２歳児健診(PM1:00):保

わくわく子育て教室(PM1:30):保

資源ごみの日

年末の交通安全県民運動(20日まで)

交通安全の日

交通安全の日

人権週間(10日まで)

心配ごと相談(AM9:30):保

心配ごと相談(AM9:30):保

心配ごと相談(AM9:30):保

心配ごと相談(AM9:30):保

行政相談(AM9:00):サ

人権相談(PM1:00):サ

天皇誕生日

健康相談(PM1:30):保

健康相談(PM1:30):保

健康相談(PM1:30):保

健康相談(PM1:30):保

母親教室(AM10:00):保

親子ふれあいサロン(AM10:30):保

どんぐりひろば(AM10:30):児

どんぐりひろば(AM10:30):西児

欅光学級(PM1:30):文
青少年講座(AM9:30)

役…川北町役場　文…川北町文化センター　保…保健センター　百…百寿会館
総…総合体育館　サ…サンアリーナ川北　　図…川北町図書館　武…武道館
児…川北町児童館　西児…西部地区児童館　東児…東部地区児童館
橘…橘構造改善センター　西…西部学供　　東…東部学供
コ…川北町コミュニティー＆スポーツ公園　

種類 日　　付 → 変更日付 変更地区名

可燃物

12月23日㈮→12月24日㈯

12月31日㈯→12月30日㈮

12月23日㈮→12月27日㈫

下土室・ひばりタウン・グリーンタウン・
サンハイム川北・下田子島・木呂場・
木呂場新町・サンハイム橘・なでしこタウン
藤蔵・中島・三反田・サンハイム三反田・
草深・上先出・下先出・けやきタウン・
サンハイム中島

壱ツ屋・与九郎島・上田子島・
舟場島・橘・橘新・朝日

容器包装
プラスチック

うぶごえ
（氏　名） （保護者） （住　所）

田中　琉愛
上登　千景

庄　剛・　忍　
正　広・依　子

朝日
下先出

る　あ

ちかげ

おくやみ
（年　齢） （住　所）（氏　名）

才86 壱ツ屋 森田　艶子

たかさご
（氏　名） （住　所）
中源　俊朗
佐野　祥子

サンハイム中島
能美市



平成28年12月 ● 広報かわきた 20

このコーナーでは『わが家のアイドル』を募集しています。くわしくは、総務課まで。

　朝はとてもご機嫌な涼太。元気よくお父さん、お
母さんを起こしてくれます。最近は寝返りも上手に
出来るようになったね 　日に日に成長する姿を見
て、楽しませてもらっています。これからも元気に
育ってね♥

可愛いえがお♥可愛い寝顔♥大きな声で泣く姿♥
どや顔♥♥ミルクをゴクゴク飲む姿♥　いろんな
芹梨の表情一つひとつにパパとママは癒されてる
よ♥宝物です♥これからも、健やかに育ちますよ～
に♪♪

やまむら

父：崇紘　母：由季（上先出）

りょう た

山村 　涼太くん
平成28年７月11日生

なかむら

父：祐介　母：香奈（サンハイム三反田）

せ 　り

中村 　芹梨ちゃん
平成28年５月11日生

わが家のアイドル 12月
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e-mail  kouhou-kawakita@town.kawakita.lg.jp

鱈と白子の吉野煮

栄養成分（１人分）
エネルギー　243kcal

塩分�1.1g　野菜量　125g

まだら� 200g
まだら白子� �100g
万能ねぎ（長ねぎ）� 20g
にんじん� 60g
かぶ� 60g
ブロッコリー� 60g
かつお・昆布だし� 150ml
砂糖� 小さじ１
濃口しょうゆ� 小さじ１
日本酒� 小さじ２
みりん� 小さじ２
片栗粉� 大さじ２
水溶き片栗粉� 大さじ１

材料（２人分）
1 たらと白子を一口大に切り、水分をキッチ
ンペーパーなどで拭いておく。

2 にんじんは飾り切り、かぶは皮をむき
3cm長さの拍子木切りに、ねぎも 3cm
に切り、ブロッコリーは小房に分ける。

3 1に片栗粉をまぶし、調味料を入れて煮立
てただし汁に入れて４〜５分煮て火を通
し、器に盛る。

4 3のだし汁ににんじん、かぶを入れて煮、
やわらかくなったらねぎ、ブロッコリー
を加えひと煮立ちさせ火を止める。

5 たらと白子を盛った器に野菜を盛り合わ
せ、残っただし汁に水溶きの片栗粉でと
ろみをつけて上からかける。

作り方　調理時間：20 分ヘルシー&
デリシャスメ

ニュー

　今年も残すところあと1ヶ月になりました。ほん
とに1年が早く感じます。
　最近は、すじこを買ってそれをバラバラにイクラ
にすることが意外とクセになっています。
　そして、何よりもそのイクラを子ども達が、「おい
しい！」って食べてくれるのでうれしいですね。
� （k！ k）

ちょっと一息


